














近代 日本の像 とい うのが、今 回の集会の メイ ンテーマ と言 われてお り
ますが、 この問題 は非 常 に複雑 な、難 しい問題 だ と思 ってお ります。 私
は、 もっと問題を縮 めて、で は現代 の日本文学 の像 とい うものはど うい
う もので あるか、現代 文学 の型 とは何か とい うことにっいて、ち ょっと
話 を してみたい と思 います。
1968年 に川端康成 が 日本で初 めてノーベル賞を受賞 しま したが、そ の
ときのノーベル委員会 の言 葉では、川端康成 の文学 が、日本人 の美意 識
と日本人の考え方 を最 も広 く、典型的 に表現 してい るので、 この賞 を授
与す る。そ うい うことであ りま したが、 ここに来 る前 に、私 は京都 の西
川長世教授の 『戦後 日本文学論』 という本を読 みま した。それは、西 川
教 授が トロ ント大学 で講義 を した、 その講義 を もとに して出 した本 であ
りますが、西川教授 は、 このよ うな考え方 に全面 的に反対 を してお りま
す。
そ うす ると、現代 日本文学 を代表す るの は、近代文学派で あるか、戦
後派 の文学であ るか、それに も疑問 を持 ってい る。 とい うのは日本 の一
部 の批 評家たち、特 に江藤淳 は、近代 日本文学 は何 か とい うことの問題
を設置 して、それは西洋 の価値 を下敷に した文学 であ るために、無 価値
の文学 であ り空虚 の文学 であ ったと、そ う主張 してお ります。そ うす る
と、19世 紀 末か ら20世 紀 の近代文学 とは何 か とい う、そ ういう問題 の提
起 さえす ることが出来 ないよ うになってお ります 。またここに来 る前に、
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私 は村上春樹 の 『ノル ウェーの森』 を読み ましたが、それ は1987年 に日
本 で最 も読 まれたベス トセ ラー となって いる。その作家 の分身 と見 られ
る主人公 は、 こう言 ってお ります。「私 は、平 凡 な 日本 の学生 で あ り、
平 凡な 日本 の家庭で生 まれ、平凡 な日本 の顔を してい る。」 そ うす ると、
彼 は平均 的な 日本人であ るわ けです。だが、その小説 を読 んで、 これ が
日本の平均 的 な日本人 であ るだろ うか と、疑問を感 じざるを得 ません。
だか ら、 こうい ういろいろな型 の日本人 、いろいろな型 の 日本文 学、私
は文学 にっ いて話 を してお ります が、いろんな潮流の文学 を統合 す る、
統合の ポイ ン トはどこにあ るか、甚 だ難 しい問題だ と思 います。
それ に答え る準備 は、私にはないので、ではソ連 入 はいま日本 の文 学
をどの よ うに理解 して いて、 どのよ うに読 んで いるか、 ソ連 の 日本学 者
たちはど うい う態度で どういう方法 で、 日本 の文学の研究 を して いるか、
そ うい うことにっ いて話を します。戦前 の ソ連で の日本認識 は、確 か に
政治 と軍事 の領域 に限 られていま した。それは、周知 のよ うに、時代 の
歴史的 な制限 があ ったのです。1913年 に徳富蘆花 の 『不如帰』が翻訳 さ
れて読 まれま したが、それ はエキゾチ ックな文学 として読 まれ ただ けで
す。30年 代 にプ ロレタ リア文学 とそのほかの若干 の作品が翻訳 され ま し
たが、日本 の研 究 は、限 られた、少 ない数の人たちの関心事で あ りま し
た。 日本研 究 にお いて画期的 な時期 は、60年 代 に入 ってか らです 。 それ
はもちろん 日本経済の高度成長 とも関連 してお りますが、 この時代 に ソ
連の学会 で は、 ヨーロッパ 中心主義 を徹底的 に排斥 しま した。そうして、
日本を世界 か ら孤立 させて研究す るのではな くて、 日本文化 の特 殊性 を
考慮 に入れなが ら、 日本文化 の普遍性 、世界性を研究 しよ うとい う態 度
が高 ま りま した。だか ら、 日本人 とは何 か、日本文化 とは何 か とい うこ




私 は、 ソ連で は日本の作品 が どのよ うに読 まれてい るか というこ とを
言 いま したが、簡単 に ソ連 の全 ソ書籍館 の統計 を、 ここでち ょっと話 を
します。 この統計 は、私 が直接 そ こに行 って もらった統計 であ ります の
で、正確 だ と思います。1987年1月 まで にソ連 で発行 された日本文学 作
品 は448巻 に及 んでいます。 ロシア語以外に も25の 各 民族 語 に訳 されて
います。戦後 、1946年 か ら87年 まで の統計 を見 ます と、 そ れ は381巻 出
版 されていて、その部数 は2,165万5,000と な ってお ります。 私 の関心事
は、最近 の20年 間の統計 はどうな ってい るのかと見 ると、1967年 か ら77
年 の10年 間 に は263巻 発行 されていて、その部数 は1,618万4,000に なって
います。最後 の1977年 か ら87年 の10年 間 には444巻 発行 され て、 発行部
数 は908万7,000と なってお ります。以上 か らわか ります とお り、 日本 の
文学が盛 んに翻訳 されて読まれたの は、60年 代か ら80年 代 にか けて であ
ります。
ソ連で は、外国の作家の作品 は、普通5万 部か ら10万 部 でてお ります
が、 日本 の作品が翻訳 されて店 に出ると、数 日を待 たず売 り切 れて しま
います。 日本 の文化 に関す る関心 が広 まった とい う証拠 の一っ として、
日本文化や 日本文学 にっいて書 く人 は、 日本 の研究者 に限 らないとい う
ことです。一般の文学者 が書 いているその一 つの例 は、1961年 にモス ク
ワの有名 な 『外国文学 』 とい う雑誌 に載 った著名 な女流作家 ヴェー ラ ・
イ ンヴェルの文章です。彼女 は、芭蕉詩集 を読 んで、心打 たれて文章 を
書 きま した。 その文章 が ここに発表 されま したが、 この文章 を読む と、
世 界文 学 には、 こういう別 れのっ らさをこのよ うな高 い芸術度で表現 し
てい る文章 は稀です。 日本 の俳句 、短歌を読 んだ後では、西洋の長 編叙
事詩 なんか は、言葉 の無駄遣 いが多 いので はないか とい う、 自己反 省 み
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たいな ことを書 いてお りま した。
そ して、一部 には、日本 の短歌 とか俳句 が、何か エキ ゾチ ックな 日本
人 だけにっ くられ るそ うい う文化であ って、外国人、特 に西洋人 には無
関係 な、そ うい う文学 ではないか という考えを持 って いた人 たちが あ り
ますが、今 はそ うい う態度 が変わ って きてい ると思 います。 この文芸 評
論家 た ちの 日本の俳句 に対す る評論 を読み ます と、それは、日本 の俳句
は世界文学 にお ける傑作 であ って、根本 は同 じで はないか。西洋 の ポエ
ム、特 に長編叙事詩なんかを読 む と、西洋の作家たち は、世界 を無 限 に
広 げて、 そ して人生を探 求す る。日本 の短歌 は、宇宙 を最小限度 に縮 め
て 、そ して人生 を観照す る。だか ら、根本 は同 じもので はないか という、
こうい う考 え方 は、60年 代 に入 ってか らだと私 は思 ってお ります。
私 は、モス クワの文学大学で、 日本現代文学 という特殊講 義を してお
りますが、学生 たちにど うい う日本の作 品があなたたちは好 きで あ るか
と聞 いてみます と、大部分 の学生 たちが、短歌 ・俳句 だ と答え ます。 私
は、初め は驚 きま したが、よ く考えてみ ると、その とお りではな いか と
思 い ま した。 この87年 にベス トセ ラーにな った、俵万智 の 『サ ラダ記 念
日』 を読みま したが、その詩集 の表紙 に 『サ ラダ記念 日』 と、日本 語 と
ローマ字で書 いてあ ります。短歌 が国際化 されて いることの一っ の表現
で はないか と私 は思いま した。
ソ連人が どのように日本の文学作品 を読んで いるか ということは、 ま
だまだ長 く話 をす ることが出来ますが、時間 の関係で、私 はソ連 の 日本
研究者達 の態度 、研究方法 にっ いて、若干話 を したいと思 っております。
す でに言 いま したが、 ヨー ロッパ中心主義 は世界文学 を研究す るのに お
いて、適 当な方 法ではない とい うことが、完全 に 自覚 されてお ります。
だか ら、 日本 の文学 を世界文学 の一環 と して、その関連性 の もとに把握
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す るとい うこと。だか ら、類型学的 な研究方法、それに関心 を集め てお
ります 。
ソ連 における日本文化、 日本文学認識 において、画期 的な仕事 は、 そ
れはコ ンラッ ド博士 の仕事 であ りま した。彼 は、や はり類型学 的な比較
文学 の方法で、 日本 の自然主義 、日本 の浪漫主義 、特 に 日本 におけ るル
ネ ッサ ンスの研究 を してお ります。彼 は、60年 代 の初 めに書 いた 『リア
リズムの諸問題 と東洋文学』 において、 日本の 自然主義 を世界文学 に関
連 して研究 して いる し、島崎藤村 の文学 を世界 の卓越 した リア リズ ム作
家 の系列 に入れてお ります。そ して、浪漫主義 の問題 であ りますが、 ソ
連 の現行 の文学百科事典 の第6巻 には、浪漫主義 の項 が入 ってお ります
が、 そこには確か に、浪漫主義 は西洋、 ロシア、アメ リカを含 めての そ
ういう文学 の現 象であ って、東洋文学 、 日本文学 にはそ うい うもの はな
か ったよ うに書 いてお りますが、最近 の研究 において は、類型的 な研 究
において、 日本 の浪漫主義 は、 日本文学 の歴史 にお いて重要 な一段階 で
あ った とい うことは、認識 されてお ります。
だが、複雑 な問題 は、日本のル ネッサ ンスの問題であ ります。これは、
世界文学研究所 でいま出 して いる全9巻 か らなる世 界文学 の問題、世界
文学史 であ りますが、9巻 に世界 文学 を縮 めて記述 す るのであ ります の
で、方法論 の問題 が とて もやかま しく提起 され ま した。おのおのの国 の
文学 には、特徴 がある。だが、何 かそれを総合的にま とめ る普遍 的 な も
の、だか ら類型学的 な研 究 とい うものが必要 です。 コ ンラ ッ ド博 士 は
「ルネ ッサ ンスとい うのは、30年40年 前 まで は、 これ は西洋文学 に限 る、
そ うい う文学観 があ りま したが、それは間違 いであ った」 と述 べて いま
す。西洋 の前 に、特 に中国の唐 の時代 、7世 紀8世 紀 の杜甫 とか李 白 と
か 、ハ ンニsイ の文学 には、立派 に こうい うルネ ッサ ンス的な人 間の考
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え方があ る。日本 の元禄文学 にお いて は、中国 のそうい う文学 の鏡 の反
射 だ。そ うい うことで、で もそれ は東洋文学 には限 らない。ペル シ ャの
文学 、アルメニアの文学 、そ してイクルジアの文学、そ して14世 紀に徐々
に西洋 に移 っているんだ。 こんな広大 な世界文学の考 え方 、構成図 を、
彼 は主張 しま したが、彼 の理論 に は反対論者がた くさん出ま した。中国
の7世 紀 の文学 を、 ルネ ッサ ンス文学 の範 ち ゅうに入れて研究す るのが、
それが正 しいのか とい うこと。だが、私が いま言 いたいのは、 それが正
しいか正 しくないか とい う文学 史的な問題 よりも、日本 の文化 、東洋 の
文化 を、世界文化 の一環 と して研究 しよ うとす るこの ソ連 の学者達 の態
度 、それ を私 はここで強調 したい と思 ってお るのです 。
福本一男氏が書 いた 『日本ルネ ッサ ンス史論』を、私は読みま したが、
もちろん この福 本一 男氏のルネ ッサンス論 とコンラッド博士の世界 ルネッ
サ ンス論 とは、相違 があ ります。だが、時間がないのでそんな ことは私
は言 いませんが、最近、1982年 に ソ連で発行 された本 の中で、ルネ ッサ
ンス文学の有名 な研 究者 ヴォッセ ヴォ博士 は、 コンラッ ドの この東 洋 ル
ネ ッサ ンスの論 に賛 成だ とい うよ りも、 これ は理論 として立派 な理論 で
あるということを、序論 で書 いてお りま した。
この近代 日本 の精神像 ・文学像 とい うことであ ります が、ソ連 の文学
者 ・研究者 たちの間に は、一定 の傾向が あると思 ってお ります。 ど うい
う傾向か。去年 の11月 に東京 で日ソ文学 シンポジウム、川端 シンポ ジ ゥ
ムが ありま したが、その シンポ ジウムで私が考えたのは、ソ連 の文学 者
たちの川端文学 、現代 日本文学 の研究 にお いて 日本 の特殊性、 それを主
張す るあま り、日本 の現代文学 のいわゆ る現代性 を過小評価 して い るの
で はないか。そ うい うことを私 は、 シ ンポジウムに参加 してっ くつ く感
じま したが、 日本 の学者 たちは、川端康成 の文学 の特殊性 を主張 しな が
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ら、川端文学が どん なに現代文学 とっ なが ってい るか とい うことを主 張
して いることは、私 は今 も記憶 して お ります。
なぜ、 ソ連 の研究者たちは、川端文学 とか谷 崎潤一郎 の文学 とか、 い
わ ゆる日本 の特殊性や特徴 がよ く出ているそういう文学 にまず注意を払 っ
て いるか、注意を向 けてい るかとい うことを考えなが ら、私 は一っ の面
白い才能 に出会 いま した。今世紀 の初あ に、アメ リカの ロシア文学研 究
者で翻 訳 も して いる、 トーマス ・セルチ ェル とい う人 が、 プー シキ ンか
らクプ リンまで、19世 紀 か ら20世 紀初頭 までの ロシア短編集 を出 しま し
た。 そ の短編 集 の後書 きに、彼 はこ う書 いて います 。「プ ー シキ ンの
『スペー ドの クィー ン』、それを読んで私 は面白い と思 った。だが、 これ
はロシアの作品か と私 は疑問 に思 った。 ロシアの作品 よ りも、 こうい う
作品をプ ーシキ ンの名前でな くて、仮 にジ ョン ・ブラウ ンの名前で アメ
リカの雑誌 に発表す ると、アメ リカ人 はこれはアメ リカの作品だ と思 う
で しょう。だが、 ゴーゴ リの作品 は違 う。 ゴー ゴ リは完全 にロ シアの作
家であ る。『外套』、 これ はロシアの作品である。」
この今世紀の初 めに書 かれたアメ リカ人の この文章 は、 いまソ連人 が
日本文学を どんな に理解 しているか ということに、深 く関連 して い るの
で はないか と思われ ます。仮 に、野間宏 とか阿部公房 の作品が翻訳 され
て読 まれ ると、 これ はフランスの文学書 と してで も、あるいはアメ リカ
の作家 たちの作品 と して も読 める。 これ は日本の文学 とい うよ りも、 何
か ほかの文学で はな いか。む しろ川端康成 とか谷崎潤一郎の文学 は 日本
文学だ、 こうい う考え方 には、私 は全体的に は反対 を してお りますが 、
ゴーゴ リ自身 は、 プーシキ ンを外国の作家 とは見 ない。プー シキ ンを 自
分の師 と見てお る し、プー シキ ンを近代 ロシア文学 の創始者 と見 ておる。
だか ら、私 は、 こういう考 え方 は、 まだ 日本文学 に対 して の認識が浅 い
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ところか ら来 るので はないか と、思 っています。
ソ連 における日本文学 の研究で、大 きな領域を占めてい るのは、 もち
ろん比較文学 の領域 であ ります。 ロシアと日本の近代化 の問題 、 これほ
ど面 白い問題 は、私 はないので はないか と思 ってお ります。仮 に、 ロシ
アス ラブ派 と日本主義者 たちの西洋文化受容 の態度、 こうい うことを調
べてみ ることは、今 日の文化 を考え るにおいて も、 とて も興味 のあ る材
料だ と思 ってお ります 。
私 は、時間 がないので簡単 に言 ってお りますが、それ と関連 して もう
一っ、 トルス トイ と日本文化 、 トル ス トイ と東洋文化、そのっなが りは
深 い ものであ る。今 までは トルス トイの リア リズム小説 と日本の小説、
そ うい うことが主 であ りま したが、 トルス トイの宗教 と仏教の関係 は、
ど うい うものであ ったか。なぜ 、 トルス トイ は人生 の道徳 を考え るに お
いて、仏教 ・道教 にそんなに注意 を払 ったか。宗教 の問題、 こうい う問
題 の提起 も、 いま ソ連 の日本文学者 の間で論議 されてお ります。
最後 に言 いた いの は、21世 紀 の扉 の前 に立 ってい る日本文化 とは何 か
とい うことを考えず にはお られませ ん。19世 紀末 か ら20世 紀 にかけて、
日本 が体験 したその体験 は、東洋世界的 に貴重な体験 だ と思 ってお りま
す 。その日本 の21世 紀 のあ り方、 日本 の文化 のあ り方 、それは非常 に興
味 のある問題で あって、国際 日本文化研究 セ ンターの この問題 の解 決 の
役割 に期待 をか けて います。
(1989年3月)
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